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邦
交
天
交
書
総
覧
（
こ

古
川
龍
城

　
誹
れ
か
ら
天
文
學
を
研
究
し
よ
う
ご
思
ふ
が
何
ん
な
本
が

適
當
か
Q
尾
圖
は
何
が
好
い
か
。
通
俗
書
の
趣
味
あ
る
物
を

…
教
へ
給
へ
こ
言
っ
た
様
な
質
岡
に
屡
遭
遇
す
る
事
が
あ
る
○

其
迄
で
其
等
の
天
文
熟
心
家
に
一
々
答
卸
す
る
代
り
に
今
ま

で
小
生
が
耳
目
に
隠
れ
だ
限
り
の
邦
文
の
天
文
に
關
す
る
圖

書
を
書
き
並
べ
、
且
つ
簡
軍
な
解
説
を
附
し
、
聯
か
會
員
諸

子
の
御
民
考
に
供
し
よ
う
ざ
思
ふ
。
先
づ
適
宜
に
分
頻
し
て

少
年
向
き
の
本
か
ら
飴
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婁
行
所

ハ　ノへ　　　δ垂些ε三こ著
河同交民秋澤
　　　　由田i澤
西　部三三履
　　　　太次者
聾　省孟土耶郎
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風　隣友登交
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右
の
中
（
こ
は
例
の
「
性
」
に
開
す
る
著
述
を
盛
ん
に
す
る

澤
田
戎
の
著
す
所
で
割
り
易
く
和
歌
な
ざ
挿
入
し
て
あ
る
。

（
二
）
は
四
壁
活
字
の
小
堂
子
で
、
此
の
程
度
の
知
識
は
高
等

小
學
校
の
生
徒
に
も
解
ら
う
ざ
思
ふ
。
　
（
三
）
は
見
な
い
。

（
四
）
は
大
分
古
い
出
版
で
比
較
的
系
統
的
に
書
か
れ
。
（
五
〉

は
知
ら
な
い
。
（
六
）
は
矢
張
り
大
き
い
活
字
の
本
で
、
其
の

序
文
に
は
古
人
は
日
月
星
辰
を
見
て
季
節
や
時
刻
を
知
つ
陀

が
、
・
今
の
人
は
炬
燵
に
あ
把
り
な
．
が
ら
暦
書
や
時
計
を
晃
れ

ば
十
分
で
あ
る
か
ら
、
自
然
天
界
に
縁
が
遠
く
な
る
ε
の
意

味
を
面
．
自
く
書
い
て
．
あ
る
。
以
上
（
一
）
か
ら
（
六
）
ま
で
は
最

早
や
絶
版
で
あ
る
Q
最
新
の
知
識
を
含
ん
だ
少
年
天
交
書
が

出
る
の
は
甚
だ
急
を
要
す
る
事
で
あ
る
○
次
は
遊
俗
的
で
籐

り
頑
愚
の
式
の
入
っ
て
居
な
い
物
を
並
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧

（
七
）
三
澤
力
太
郎

（
八
）
横
山
又
次
郎

（
九
）
同

（一

Z
）
本
田
鮒
親
二

（
二
）
日
本
天
丈
學
會

（
三
）
一
戸
’
古
凪
藏

（
三
）
新
城
噺
曲
腰

（
西
）
原
正
二

天天天天最天天天
諾癒姦奨姦魂

継機略講現
秘親講話話話声象

＝
一
〇

ご
八
〇

二
八
〇

四
〇

一
〇
〇

五
〇

ニ
ニ
〇

一
〇
〇

洛岩大日女同早光
陽馨鐙憲驚風

堂店閤書堂　學溶

　
以
上
九
種
の
中
（
七
）
は
兵
庫
縣
伊
丹
中
蒔
綾
瀬
三
澤
氏
の

著
で
口
塞
に
は
口
蝕
の
着
色
圖
を
入
れ
、
明
治
三
十
六
年
初

版
凝
行
以
來
今
に
命
賑
を
，
保
っ
て
居
る
の
は
珍
ら
し
い
。
機

械
の
挿
圖
は
一
寸
多
い
。
随
分
平
ぐ
行
き
渉
っ
て
居
る
事
ご
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思
ふ
。
（
二
）
は
明
治
三
十
五
年
以
來
矢
張
り
今
も
血
行
は
れ

て
居
て
、
（
三
）
ご
共
に
弘
く
地
理
學
者
に
鰯
凹
ま
れ
て
居
て
、
爾

書
こ
も
書
き
振
り
が
此
の
上
も
無
く
容
易
く
、
併
し
観
測
法

ど
か
機
…
糠
に
就
い
て
は
概
ね
省
か
れ
て
居
る
。
（
一
〇
）
は
理

軽
士
文
學
士
の
本
田
氏
の
著
作
で
書
き
振
り
が
如
何
に
も
心

地
善
く
、
登
膿
を
・
太
陽
系
ε
恒
星
界
ご
に
別
ち
叉
最
後
に
茸
ハ

等
を
総
揺
し
て
宇
宙
の
進
化
問
題
に
も
鯛
れ
て
居
る
。
初
め

て
の
以
た
に
は
是
非
行
色
し
把
い
ど
思
ふ
が
、
早
や
既
に
縄

版
で
古
本
屋
に
す
る
片
影
を
認
め
な
い
。
（
一
一
）
は
諸
博
士

の
天
文
講
演
集
で
重
に
彗
星
に
就
い
て
書
い
て
あ
る
。
　
（
一

二
）
は
矢
張
り
講
演
を
集
め
花
物
で
あ
る
O
（
一
三
）
は
新
城
㎝
博

士
の
各
新
聞
重
言
に
掲
載
せ
ら
れ
だ
論
丈
を
集
め
た
物
で
淡

し
て
難
解
の
憂
ひ
な
く
、
宇
宙
ε
人
生
、
宇
宙
の
大
法
か
ら

重
力
、
水
、
、
日
月
、
流
星
な
．
ε
太
陽
系
に
渉
り
、
七
夕
の
話

銀
河
の
話
、
天
下
の
廻
聴
運
動
．
浜
華
ご
天
交
等
皆
取
り
取

り
に
面
自
く
、
最
後
に
宇
宙
槻
ご
人
生
槻
ご
を
配
置
し
、
吾

人
々
類
の
館
趨
を
敷
へ
ら
れ
会
所
、
思
は
す
讃
過
す
る
。
天

文
學
者
に
非
ざ
る
蓉
學
者
、
宗
教
家
、
枇
暗
転
動
に
墾
加
す

る
人
ル
も
是
非
見
遁
す
べ
炉
ら
ざ
る
好
著
ご
考
へ
る
○
　
（
一

四
）
は
天
文
事
項
の
中
面
白
一
且
つ
容
易
な
事
を
姶
ひ
集
め

た
も
の
で
あ
る
G
其
れ
か
ら
或
る
特
殊
の
事
を
書
い
だ
物
を

墨
げ
よ
う
。

（（（（（・へ（
一〇允八七六五　　　　　ヘノ
高小同小同一横

護饗緯
二郎吉藏郎

地
球
ミ
彗
星
ピ
の
衝
突
　
二
五

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

星
（
趣
昧
之
天
爵
）
　
　
一
八
○

潮
　
　
の
　
　
理
　
　
一
二
〇

日
本
近
海
の
潮
汐
　
　
　
九
〇

重
陽
短
七
半
の
話
蕨

丈著日同大裳金

明森下華中

堂者船　閣房堂

　
右
記
の
中
（
一
五
）
は
書
名
は
如
何
に
も
一
般
人
の
興
味
を

認
り
さ
う
で
あ
る
が
不
幸
に
し
て
未
だ
見
な
い
。
縄
版
で
あ

る
。
（
エ
ハ
）
は
月
に
就
き
科
學
的
に
且
つ
詩
的
に
記
載
し
セ

も
の
で
月
の
蓮
か
ら
月
世
界
の
探
瞼
、
月
の
地
球
に
及
ぼ
す

影
響
、
地
球
ご
月
こ
の
歴
史
等
、
記
述
法
通
俗
羽
冠
を
極
め

、
博
士
の
月
は
天
文
ご
交
面
こ
の
蓮
鎖
で
あ
り
、
叉
月
は
天

文
槻
測
に
は
妨
害
が
あ
る
が
天
交
点
者
も
人
間
で
あ
る
以
上

其
の
月
か
ち
色
々
の
戚
想
を
催
ほ
し
、
其
の
美
威
に
打
だ
れ

る
事
を
快
く
思
ふ
ご
の
意
見
は
誠
に
入
間
味
の
豊
か
な
も
の

ご
敬
服
す
る
。
詩
人
融
和
の
一
転
を
切
望
す
る
が
惜
し
い
哉

絶
版
で
あ
る
。
（
一
七
）
は
前
書
の
姉
妹
書
で
後
に
趣
昧
の
天

仁
ざ
改
題
さ
れ
だ
。
專
ら
恒
星
界
に
就
い
て
記
述
さ
れ
て
あ

り
、
恒
星
の
運
動
、
ス
ペ
ク
ト
川
、
等
級
、
次
に
獲
光
星
、

新
星
、
星
雲
ご
星
宿
、
重
星
等
一
般
的
事
項
を
掲
げ
次
に
各
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星
座
を
順
々
に
巡
回
す
る
。
其
の
巡
廻
族
行
記
が
他
の
書
に

類
は
無
く
、
趣
味
ご
三
値
あ
る
物
で
あ
る
。
博
士
は
獲
光
星

研
究
の
大
家
で
あ
る
だ
け
特
に
攣
光
星
の
記
事
は
親
切
丁
寧

を
極
め
て
居
る
。
（
一
八
）
慰
（
一
九
）
は
水
路
部
技
師
の
潮
汐

學
に
造
詣
の
深
い
遊
撃
氏
の
著
作
で
其
の
三
値
は
論
ず
る
迄

も
無
く
、
爾
書
こ
も
中
総
掛
で
地
理
科
を
敏
へ
る
先
生
方
の

一
指
を
希
望
す
る
。
（
二
〇
）
は
小
野
船
長
が
多
年
航
海
中
天

に
輝
く
各
星
座
の
美
麗
ご
荘
嚴
に
詩
想
を
催
ほ
し
凝
っ
て
∴

篇
の
長
詩
こ
な
っ
た
物
、
曲
譜
も
附
加
さ
れ
一
讃
否
な
一
三
．

の
慣
嬉
は
十
分
あ
る
○
併
し
或
は
絶
版
か
も
知
れ
な
い
。

（一

＝
j
は
バ
リ
彗
星
の
出
現
の
際
新
聞
記
表
た
る
高
野
氏
の

編
す
る
所
で
、
早
や
絶
版
。

所

感伯

爵
　
冷
泉
　
爲
系

見
れ
ご
猶
わ
か
ぬ
み
そ
ら
の
こ
ε
わ
り
を

さ
ご
せ
る
文
の
い
さ
を
π
か
し
も

天
文
マ
」
族
行

　
　
　
　
　
　
　
岡
山
商
業
學
校
敢
識
水
野
千
里

　
西
暦
一
四
九
二
年
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
西
航
の
途
磁
石
が
眞
正

の
北
を
指
さ
ぬ
の
で
夜
分
星
の
位
畳
を
槻
駕
し
て
船
の
方
向

を
定
め
π
こ
ご
は
有
名
な
話
で
大
洋
を
航
海
す
る
人
は
星
に

よ
っ
て
方
位
を
定
め
安
全
に
目
的
の
地
に
達
す
る
の
で
あ
る

叉
埃
及
、
支
那
の
如
き
大
志
野
の
あ
る
地
方
は
古
よ
り
天
文

の
學
問
が
磯
達
し
て
居
泥
こ
ご
は
普
く
知
ら
れ
て
居
る
が
吾

々
が
濫
行
し
て
未
知
の
地
に
足
を
踏
み
込
ん
で
方
角
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
お
ま
け
に
夜
分
に
な
る
ε
困
る
こ
ざ
一
方
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
が
少
し
で
も
天
文
の
知
識
が
あ
っ
て
一
、
二

等
星
位
の
見
分
け
が
っ
く
ご
方
角
を
定
め
る
こ
ご
は
實
に
容

易
の
事
で
あ
る
荷
惑
星
の
位
置
を
知
っ
て
居
る
ご
一
暦
都
合

の
よ
い
事
が
多
い
の
で
あ
る
叉
陸
軍
々
人
に
も
若
干
の
天
文

的
知
識
の
あ
る
ε
き
は
夜
分
斥
候
な
ざ
に
い
っ
て
こ
ん
で
も

な
い
方
に
ご
び
こ
ん
だ
り
お
ま
け
に
敵
陣
に
迷
ひ
こ
む
ご
い

ふ
や
う
な
こ
ご
は
な
い
の
で
あ
る
o


